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１．はじめに
　現代ビジネス界における人工知能の台頭
は目覚ましく、翻訳業界も決して例外では
ない。精度を増した機械翻訳は、特に産業
翻訳の定型用語訳や下訳、あるいは、コス
ト削減、迅速な納品、といった目的で、導
入を歓迎する企業が増えつつあるというの
が現状だ。1
　それでは文芸翻訳分野に焦点を絞って考
えてみる。正確性が重視される産業翻訳
的側面を持ちながら、原作者の意図を忠実
に解釈する英語力、文学的価値を持つ高い
日本語文章作成能力、そして時代背景や文
化の理解など様々な場面で必要とされるリ
サーチ力に加え、登場人物の性格や心理描
写を読み取りながら、丁寧に言葉を選び、
文章を完成させていく「技」や「感性」が
欠かせないこの分野も、やがては人工知能
の影響を受けることになるのであろうか。
　この研究ノートは、2017 年にノーベル
文学賞を受賞した、カズオ・イシグロの代
表作、"The Remains of the Day"（日本語
訳「日の名残り」）を題材とし、文芸翻訳家・
土屋政雄氏による同作品の名訳を読み解き
ながら、人間ならではの様々な技巧や能力
を考察する目的を持つ。尚、土屋氏による
同作品の翻訳は、多くの翻訳家や文芸評論
家によって高く評価されており 2、「翻訳の
神髄」を学ぶにあたり、まさにふさわしい
作品と言えよう。
２．“The Remains of the Day"「日
の名残り」のあらすじ
　舞台は第二次世界大戦後間もない 20 世
紀半ばのイギリス。国際会議の場でもある
由緒ある屋敷、「ダーリントン・ホール」で、
忠実に勤めを果たしてきた初老の執事長・
スティーブンスが、人生初めてとも言える
旅に出る場面から物語は始まる。
　スティーブンスが長年仕えたダーリント
ン卿は既にこの世を去り、栄光と名声を
誇ったその屋敷も、アメリカ人、ファラディ
の手に渡った。所有者が変わっても、引き
続き役目を果たすことになったスティーブ
ンスは、必要最低限の人員での効率的な屋
敷の運営を任され、職務計画の作成に頭を
悩ませていた。
　そんな中、アメリカでの休暇を決めた
ファラディは、スティーブンスにも息抜き
を勧める。最初は主人の進言を真に受けな
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かったスティーブンスであったが、ミス・
ケントンからの手紙を受け取り、その考え
を一転させる。彼女は模範的な職業意識を
持った元女中頭で、激動の時代を共に乗り
切った仲間だ。その上文面からは、この屋
敷で再び働く気持ちがあるようにも読み取
れる。ミス・ケントンの力があれば、この
窮地を乗り切れるのではないか。そう考え
たスティーブンスは、彼女の意思を直接確
かめようと、旅に出る決心を固める。
　こうしてスティーブンスの旅は始まっ
た。それはイギリスの美しい自然を満喫
し、様々な人との出会いや交流を楽しむと
共に、過去を取り戻すための旅でもあった。
スティーブンスの脳裏には過ぎ去った日々
が生き生きと蘇る。
　当時のスティーブンスには、執事長とし
ての責任感とプライドが全てであり、イギ
リスを、果ては世界を動かす外交会議の舞
台で、ダーリントン卿に仕える日々が生き
甲斐であった。一方、ミス・ケントンは、
スティーブンスから寄せられる信頼の背後
に、特別な感情の存在があることに気づい
てはいるものの、それを確かめる術もない
まま、時は残酷に流れていく。女性として
の生き方と女中頭としての責任感の狭間で
揺れるミス・ケントンと、まるで仕事に逃
げ込むかのように一向に本心を見せようと
しないスティーブンス。互いの気持ちはす
れ違ったまま、行く先は見えない。やがて
ミス・ケントンはこの状況に見切りをつ
け、他の人との結婚を選んで屋敷を去って
行く。その後、長きに渡って誠心誠意仕え
てきたダーリントン卿も失脚し、一つの時
代は幕を下ろしたのだった。
　過去に思いを馳せながら目的地を目指し
たスティーブンスは、ついにミス・ケン
トンとの再会を果たす。昔を懐かしみ、月
日が流れても変わることのない友情と信頼
関係を確かめ合う二人。だがミス・ケント
ンの真意をつかみ切れないスティーブンス
は、彼女の現況を尋ね、屋敷に戻る意思が
あるかを確かめようとする。そしてミス・
ケントンから発せられた命の込められた言
葉に、時計の針が戻せないことを知る。
　旅の終わり、美しい海を前にして、ス
ティーブンスの目には涙が溢れた。長年畏
敬の念を抱きつつ仕えた主人の失脚も、密
かに願っていたミス・ケントンとの人生も、
自分はただ見過ごすしかなかったのだろう
か。そんな後悔を涙で洗い流すかのように、
決して褪せることのない思い出と執事とし
てのプライドを胸に、スティーブンスは未
来に向けて再び歩を進める決心をする。
３．翻訳のポイント
　カズオ・イシグロの格調高い文章が、ス
ティーブンスの厳かで、落ち着いた口調を
通して語られ、物語は静かに進行していく。
　真面目一辺倒で、職人気質に服を着せた
ようなスティーブンスと、凛とした強さと
女性らしさを合い持つ、有能な女中頭、ミ
ス・ケントンとの対比を生き生きと描く繊
細な言葉の選択に加え、第二次世界大戦下
の政治的背景、スティーブンスが長年仕え
た主人ダーリントン卿（名前は異なるが、
実話に基づいている）のナチス寄りの思想、
そして、旅を彩る美しいイギリスの田舎の
風景描写には、それぞれ、政治的、文化的
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な背景の理解も必要である。
　老執事の回顧録の形を取りながら、まる
で命が吹き込まれたかのような会話の数々
と、原文が全く透けて見えない高い翻訳技
術に支えられた文章が、スケールの大きい
舞台で繰り広げられる人々の生き様を鮮や
かに描き出している。またこの作品が持つ、
一面をセピア色の紗で覆われたような独特
な雰囲気も、豊富な語彙に支えられた質の
高い文章で見事に保たれている。
４．様々な英日翻訳の技巧
　英語は日本語と全く異なる文法や文章構
造を持つだけに、自然な日本語へと置き換
える作業は想像以上に難しい。そのため、
英文和訳レベルを卒業し、英日翻訳を学習
するに当たっては、様々な翻訳の技術や工
夫を研究した「翻訳英文法」（関係代名詞
の制限用法に明確さを加えるために、接続
詞を補って訳す、間接話法に臨場感を出す
には、直接話法に転換して訳出するなど）
の習得が有効とされている。
　但し、この小説の訳を分析してみると、
翻訳英文法の枠組みを超えた自由度の高い
解釈がなされていることが分かるが、これ
は英文法を始めとする英語の特性を深く理
解していてこそ発揮される技である。
　以下英文は、"The Remains of the Day" 
（FABER & FABER） 、訳文は、土屋政雄
訳「日の名残り」（早川書房）から引用し、
原文と訳文を照合しながら、その高い翻訳
技術を検証していく。
1）品詞の転換
It seems increasingly likely ① that I really 
will undertake the expedition ② that has 
been preoccupying my imagination ③ now 
for some days. （P.3）
ここ数日来、頭から離れなかった旅行の件
が、どうやら、しだいに現実のものとなっ
ていくようです。（P.9） 
　小説の全体像を照らし出す冒頭部。主人
公、スティーブンスの語りを通して、読者
にその人物像を印象づける大切な箇所でも
ある。
　①の部分では、"It seems", “likely"とい
う、「推測」を示す動詞と副詞の二重遣い
がされており、それぞれ「どうやら」、「～
のようです」と訳すことで、文全体のトー
ンを和らげる効果を持っている。そしてこ
の旅行が、自分の意思よりも、他の事情に
導かれた自然な流れであることを匂わせつ
つ、"increasingly"（「だんだんと」）とい
う副詞を用いて、スティーブンスの高揚感
を表現している。
　次に②の箇所では、「私は実際に旅行を
実行するであろう」という「主語＋動詞＋
目的語」から成る第三文型の文を、すっき
りと「旅行の件」と名詞句にまとめている。
そして本来、副詞である "really" をこの文
章括りから独立させ、「現実のもの」と名
詞化して訳すことで、実現への動的な流れ
を汲む文章に仕上がっている。
　またここで、本来であれば、「冒険」的
意味合いが濃い "expedition"を、敢えて「旅
行」とあっさり訳しているのも、スティー
ブンスの年齢にふさわしい落ち着きと隠れ
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た期待感を読者に伝えるための、訳者の判
断によるものであろう。
　 そ し て、 ③ の "preoccupying my 
imagination" では、「私の想像を支配して
きた」という解釈を人間主体に転換し、
「頭から離れなかった」と訳をつけること
で、現在完了形の「継続」（has been ～
ing）の意味を浸透させながら、あれこ
れと考えを巡らせていた状態を意味する 
"imagination" の意味も正確に反映されて
いる。
2）生き生きとした言葉の流れ / 疑問詞 ’
how’の意訳
‘You follows, you're always locked up① in 
these big houses helping out, ② how ③ do 
you ever④ get to see around this beautiful 
country of yours⑤? ‘（P.4）
「だいたいだね、年中こういう大きな家に
閉じ籠って、ひとに仕えてばかりで、君ら
はせっかくのこの美しい国をいつ見て歩く
んだい、自分の国なのにさ ?」（P.10）
　亡きダーリントン卿の後に屋敷の所有者
となった、スティーブンスの新しい雇用主
であるアメリカ人、ファラディの言葉。ミ
ス・ケントンからの手紙と、主人のこの言
葉とが引き金となって、スティーブンスは
旅行に出る決意をする。また、働き者で真
面目な彼が抱える、旅に出ることへの罪悪
感を正当化するかのような心の動きも捉え
ることができる。
　まず動名詞の "helping out" 「仕える」
（②）は、 "locked up" （①、閉じ籠っている）
を修飾する働きを持つが、「文章の流れを
止めない」という翻訳の基本に従って、訳
し上げることなく、左から右へと忠実に訳
されている。そしてこの 2 つの動詞を並列
関係として処理することで、「人に仕えて
ばかり」の方に重みが移行しているように
感じる。ただ、スティーブンスが屋敷に閉
じ籠っている理由は、執事としての職務を
遂行するためであるから、ここは正しく解
釈されていることになる。
　 次 に "this beautiful country of yours" 
（⑤）の部分は、「あなた方、イギリス人の
ものであるこの美しい国」とまとめて訳さ
ずに、「この美しい国を」（"this beautiful 
country"）と、「自分の国なのにさ」（"yours"） 
と二つに訳を分離させながらも、内容を網
羅した訳がつけられている。会話文では、
言い切った後で、思い付いたように言葉を
付け加えることはよくあることで、訳者の
人間観察の鋭さも感じられる訳である。
　そして、"how"（③）を「いつ」と処理
してある部分にも工夫が凝らされている。
英文和訳的に訳せば、「仕事で屋敷に閉じ
込められている君が、どのようにして美し
い風景を見るのだ ?」となるわけだが、こ
の問いかけの意図を掘り下げてみると、決
して具体的な方法を聞いているわけではな
く、「そんな時間や暇はないであろう」と
いった意味を持つことから、"how" に「い
つ」と訳をつけることで、フェラディの質
問の意図を読者に正確に伝えている。文全
体の意味的なバランスを考えながら、単語
レベルでの解釈にも気を配った、まさにプ
ロの技が生きた訳と言えよう。
　またこの訳では、強調の副詞である 
"ever"（④）を、"get to see"（「観に出か
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ける」）の動詞句ではなく、"this beautiful 
country"にかけており、「せっかくのこの
美しい国」と訳したことで、ファラディが
いかにイギリスの美しさに心を奪われてい
るかを表現できていることに加え、会話に
リズムを加える効果も合わせ持ち、まるで
生きた人間の発言をそのまま書き取ったか
のような訳文になっている。
3）定型訳の回避
‘It has been my privilege ① to see the 
best of England over the years, sir, within 
these very② walls③ .’ （P.4）
「ご主人様、私はこのお屋敷でお使えした
長い歳月の間に、いながらにして最良のイ
ギリスを見る機会に恵まれまして、ありが
たいことだと存じております。」（P.11） 
　簡単な単語で構成された短い文章で
はあるものの、自然な会話文の中で、
"privilege"（①）, “very"（②）, “walls"（③）
をどう解釈するかが難しい。
　まず "privilege"（①）は、定訳で「特権」
の意味を持つが、このまま使うと会話内の
言葉としては固く、重々しい印象になる上、
後に続く言葉と意味的にも釣り合いが取り
にくい。そこで辞書（研究社　リーダーズ
英和辞典　第 3版）で確認すると、「個人
的な、またとない恩恵、特別な名誉」の意
味もあることから、訳者はこういった意味
を噛み砕き、「ありがたいこと」という訳
に辿り着いたと推測する。単語が本来持つ
意味の範囲内で、且つ、分かりやすい言葉
に置き換えられている。
　次に "within these very walls" の箇所で
は、"very" （②）が後続の "walls" （③）に
係っていることを考えると、一般的な「非
常に、とても」という、形容詞を修飾する
副詞の用法ではない点にも注意が必要で、
限定形容詞用法（ the, this, that, または所
有格人称代名詞を伴うと、強意を示す）で
あることを踏まえて訳す必要がある。
また "walls" （③）が、「心理的な隔て」の
意味を含む点、"within" が、特定の場所内
におさまっている様子を示す点を考えた上
で、この部分を「いながらにして」と、シ
ンプルに集約させて訳されていることは、
翻訳の心得とされている「3C」（ Correct, 
Clear, Concise：正確に、明確に、簡潔に） 
を再認識させられる。
　そして、"over the years"（「長い歳月の
間に」）の訳に対しては、「このお屋敷でお
仕えした」と丁寧に言葉を補っており、正
確に状況を伝える配慮が感じられる。
4）2 文を 1文として解釈 / 細部に渡る単
語分析
I should say that these errors ① have 
all been without exception quite trivial 
in themselves. Nevertheless, I think 
you will understand that to one ② not 
accustomed to ③ committing such errors, 
this development④　was rather disturbing
⑤ , and I did in fact⑥ begin to entertain⑦
all sorts of alarmist theories ⑧ as to their 
cause. （P.5）
取るに足らない些細な過ちとはいえ、これ
までおよそ過ちというものに無縁であっ
た私には、過つこと自体が心穏やかならざ
ることでございまして、その原因について
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あれこれと悲観的な考えを抱きはじめたの
も、無理からぬこととご理解いただけま
しょう。（P.12）
　土屋氏の翻訳には、時として、「パラグ
ラフ・リーディング」（文単位ではなく、
段落単位での解釈を行う）の技法が取り
入れられている。同手法は、読者に状況
を分かり易く整理して伝える働きを持つ
一方で、段落単位で内容を把握し、緻密
に言葉をまとめ上げる高度な技術を要す
る。そしてこの文章でも、 "errors" （①、
「過ち」）を軸として、"I should say…" と
"Nevertheless,"から始まる 2つの文章を 1
つにまとめ上げて解釈が行われている。
　まず 1 文目は、本来であれば、「過ち
自体は例外なく、さほど深刻なものでは
なかったと言えますが」と解釈されると
ころを、訳者はこれを名詞句として解
釈し、2 文目の否定的な前提条件を表す 
"Nevertheless" に吸収させる形で、「取る
に足らない些細な過ちとはいえ」と訳して
いる。つまりこのパラグラフでは、1文目
を条件節として訳すことで、主体的な意味
を持つ 2文目に重心を移動させる技法が使
われていることになる。
　また、2文目の “to one" （②）の箇所で
は、不特定人称 （one）が使われることに
より、一般論化することで、控えめな主張
を表わす意図があると思われるものの、「過
ちをしない執事」がスティーブンス自身を
指すことは明白であるため、訳では "one" 
を、「私（＝スティーブンス）は」と明示
しており、状況を分かり易く伝える工夫が
されている。
　次に "not accustomed to" （③）の部分
で、原文では「慣れていない」と柔らかく
否定しているところを、訳文では「およそ
無縁である」と強めの語彙で言い切ってい
る箇所について考えてみる。
こ の 理 由 と し て、 直 後 の "rather 
disturbing"（⑤）を「心穏やかならざるこ
と」と、本来 "disturbing" が持つ、やや攻
撃的な意味を避ける訳をつけられているこ
とで、段落的に語気の釣り合いを取ったた
めと考えられる。つまり最終的には、原文
と訳文の言葉の強度が合うよう、緻密に計
算された上で訳されていることが分かる。
　加えて、"alarmist theories"（⑧、直訳は「心
配性の理論」）の箇所は、訳をつけるのに
苦心したと思われるが、「あれこれと（all 
sorts of） 悲観的な考えを抱く」と固い言
葉を丁寧に訳し広げる訳がつけられてい
る。ここで本来、"alarmist" の持つ意味は、
"intentionally showing only the bad and 
dangerous things in a situation, and so 
worrying people" （Cambridge Dictionary 
online）「わざと悪い状況や危険な状態を
想定し、人を不安に駆り立てること」であ
るが、この範疇内に収まりつつ、状況が想
像しやすい、説明的な訳となっていること
が分かる。
　一方、"entertain"（⑦）の訳にも注意す
る必要がある。すぐに思いつくのは、日本
語化している、「エンターテイメント」、つ
まり、「喜ばせる、楽しませる」といった
意味だが、ここではその意味が全く当ては
まらない。そこで、改めてこの単語の成り
立ちを調べてみると、「"en"（中へ、とい
う意味を持つ接頭語）＋ "ter"（ある状態
111
「文芸翻訳の神髄とは」　～カズオ・イシグロ「日の名残り」の名訳に学ぶ～
を維持する）＋ "tain"（つかむ、保つ、ラ
テン語に由来）」という構成を持つことが
分かり、ここから、「（考え、疑い、提案な
どを）受け入れる、（感情、意見、希望な
どを）抱く」という意味を用い、「悲観的
な考えを抱く」と文脈に沿う訳が引き出さ
れたものと思われる。よく使われる身近な
単語ほど、調べる手間を惜しんではならな
いという典型的な例である。
　 ま た 同 じ 理 由 で、2 文 目 の 
"development"（④）も訳しにくい。
まず、「ある状況から次の段階への移行」
と広く語義を捉えた上で、ここでは、良い
方へと向かう「発達、発展」ではなく、む
しろ悪化の度合いが大きくなること、つま
り、「過ちゼロ段階」から「過ちが一つで
もある」状態へと移行する意味が導き出せ
る。従って、「過つこと自体が」は、まさ
に適訳である。
　そして、"I did in fact"（⑥）の箇所では、
"did" が "begin to entertain" を強調する役
割を持ち、"in fact" は、「実のところ、実
際には」の意味を持つ表現であることを集
約し、「考えを抱きはじめたのも、無理か
らぬこと」と訳されている。原文の意図す
るところを十分に汲んでつけられた訳では
あるが、なかなかこうは思いつかない。
　また最後を「ご理解頂けましょう」（"I 
think you will understand"）と締めくくる
ことで、原文の複雑性を感じさせない訳文
にまとめ上げられている。
5）名詞句を動詞句に置き換える / 理由と
結論の位置を入れ替える
Who knows how many quarrels, ① false 
accusations, ② unnecessary dismissals,
③ how many promising careers cut 
short ④ can be attributed to a butler's 
slovenliness at the stage of drawing up 
the staﬀ  plan? ⑤（P.5）
いいかげんな計画のために、これまでどれ
だけ多くの争いが起こり、過てる非難が交
わされ、不必要な解雇が行われ、惜しい人
材が失われていったことでしょう。（P.12）
　 こ の 文 で は、 ① quarrels（ 喧 騒 ）、
② false accusations（ 偽 り の 非 難 ）、
③ unnecessary dismissals（不必要な解
雇）の 3 つが、その後の、④ promising 
careers cut short（有能な人材の削減）に
係る形で大きな主節を作っている。
つまり、引き金的要素である三つの名詞句
（①、②、③）は最初の "how many" に、
そして結論的な存在である④の名詞句は二
つ目の "how many" にそれぞれ係り、最終
的には④を説明する構造になっている。ま
た、これらの主節を構成する名詞句は、そ
れぞれ、①多くの喧騒→「どれだけ多くの
争いが起こり」、②偽りの非難→「過てる
非難が交わされ」、③不必要な解雇→「不
必要な解雇が行われ」、④「有能な人材の
削減」→「惜しい人材が失われていった」
というように、言葉を補いながら、動詞句
に転換した訳がつけられている。この理由
として、固い音色を持つ熟語的な訳を避け、
人の口から出る言葉のリズムを考慮すると
共に、名詞句を具体的に噛み砕くことで、
状況を分かり易く説明できるという効果を
狙ったものと推測される。
　また原文では、「様々な不都合が起こっ
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たのは、いい加減な計画のせいだ」とい
う構成になっているが、訳ではこの位置
関係を逆転させ、理由を始めに述べ、「い
い加減な計画のせいで、様々な不都合が
起こった」と結論づける形を取ってい
る。これは前文からの流れで、"a butler's 
slovenliness at the stage of drawing up 
the staﬀ  plan"（⑤、職務計画を練る段階
における執事の怠慢さ）に関する説明が既
になされているため、シンプルにまとめ、
「いい加減な計画のために」と反復を避け
た訳がつけられたためであると考えられ
る。つまり、この箇所にも前文を含んだパ
ラグラフ・リーディングの手法が取られて
おり、原文を咀嚼した上で、無駄を省いた
訳がつけられていることが分かる。
6）挿入句の処理
  Indeed, it has actually been an idea of 
mine ① for some time that the retaining 
of unnecessary numbers ② simply for 
tradition's sake ‒ resulting in employees 
having an unhealthy amount of time on 
their hands ③ ‒ has been an important 
factor in the sharp decline of professional 
standards④ . （P.8）
むしろ、伝統の名のもとに漫然と多人数を
雇いつづけることが、召使に不健全な暇を
与え、この職業に急激な堕落をもたらした
のではありますまいか。（P.15）
　やや長めの文ではあるが、構造的には、
2 つの名詞句を be 動詞でイコールの関係
でつなぐ第 2文型（S+V+C）である。
但し、"- resulting in employees… hands - "
（③）の挿入句の処理が難しい。
そこで文脈の係り方を考えてみると、"the 
retaining of unnecessary numbers " （②、「不
必要な従業員を維持する」）→ "resulting in 
employees having an unhealthy…" （③、「不
健全な暇をもたらす結果につながる」）と
いうように、この 2つの名詞句には原因と
結果の関係性が成り立つことが分かる。そ
して、冒頭の仮主語である "it" は、挿入句
後の "has" 以降にもつながっており、最終
的には、the sharp decline of professional 
standards ④　が着地点であることから、
「不必要な雇用」→「従業員に不健全な暇
を与える」→「執事としての職業的基準の
下落」という流れを追って、結論へと明確
に導く訳になっている。ここも、挿入句を
原文の流れに乗せたまま、左から右へと結
論への道筋が明確になるように訳がつけら
れている。
　加えて、"an idea of mine" （①）の訳に
も工夫があり、本来であれば、「・・・と
いうのが私の考えであった」と結論づける
形になっているところを、「～ではありま
すまいか」と、語調を和らげてまとめられ
ている。これは、「ある一定の長い期間、
自分はこういう考えを持ってきた」とい
う、現在完了形の継続用法 （has actually 
been） が意味する点を忠実に反映しなが
ら、控えめに主張する意味を汲んだものと
考えられる。
7）単語を訳しほどく
But then eventually the surroundings ①
grew unrecognizable ② and I knew I had 
gone beyond ③ all previous boundaries. ④
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　（P.24）
しかし、やがて辺りの様子が変わり、これ
までの生活の場から完全に抜け出たことを
知りました。（P.35）
　いよいよスティーブンスにとって人生初
めてとも言える、旅の始まりを語る場面。
　この文章では、境界の意味を持つ、
"boundaries"（④）の訳がポイントで、「今
まで離れたことのない屋敷」と「外界」と
を隔てている、見えない壁の意味も分か
るように訳す必要がある。ここを訳者は、
"previous boundaries "（④）を「以前の
境界線内」ではなく、「これまでの生活の
場」と抽象性を排除し、具体的に訳すこと
で、作者の意図を正確に伝えている。
　そして、「何かを超える」ことを意味す
る "gone beyond"（③）を「抜け出た」と
能動的に訳すことで、スティーブンスの開
放感が伝わってくる文章になっている。
　 ま た、 無 生 物 主 語 で あ る、"the 
surroundings"（ ① ） を「 辺 り の 様
子」と具体的に明示した上で、"grew 
unrecognizable" （②）（「判別がつかなく
なってきた」）を「様子が変わり」と訳す
ことで、状況を可視化することにつながっ
ている。ここは、原文で使われているやや
固い印象を持つ単語をスティーブンスの口
調に合わせて解釈した上で、躍動感も加
わった訳に仕上がっている。
8）「静」の文に「動」を加える
It was a ﬁ ne feeling indeed to be standing 
up ① there like that, with the sound of 
summer all around ② one and a light 
breeze on one's face. （P.26）
夏のざわめきに包まれた丘の上で、顔にそ
よ風を受けながら立ちつくすのは、なんと
気分のよいことでしたろう。（P.38）
　まるで本の中の風景が目の前に広がるよ
うな場面であるが、ここでも能動性を補う
訳が視覚化に大きく貢献している。
　まず、付帯状況を示す前置詞 "with" を、
「夏のざわめきに包まれた」（ "with the 
sound of summer all around"、②）と、風
に揺られる夏草の動きと共に、周囲の音ま
でも伝わってくるような訳がつけられてい
る。これは、"with" に "all around" （辺り
一面に）の意味を含ませた訳であり、頭の
中でしっかりとこの風景が描けているから
こそ、引き出された表現であると言えよう。
同様に、"sound" も単に「音」ではなく、「ざ
わめき」と訳すことで、文の背後に音を立
てている命ある存在（丘に生えている草）
を感じさせる効果が出ている。
　また、"be standing up" （①）の部分では、
"up" がついている点を正確に捉えた上で、
風の力に持ちこたえながらも、あまりに心
地良く、時間が経つのも忘れてしまうとい
う状況を表す為に、「立ちつくす」と訳さ
れており、スティーブンスが開放感に浸っ
ている様子が容易に想像できる。
　そして、着地にも大きな工夫が見られ、
"indeed"「実に、誠に」を単なる副詞とし
て処理するのではなく、"a ﬁ ne feeling" を
支える感嘆文として解釈し、「なんと気分
のよいこと」と訳されている。本来の形式
主語である "it" を、スティーブンスからの
視点に置き換えて訳したことで、読者にま
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るで映画の一場面を観ているような気分に
させる。
9）助動詞、不定詞の処理
Mr. Graham would①always take the view② 
that this ‘dignity’ was something like a 
woman's beauty and it was thus pointless 
to attempt to analyze it. （P.34）
ミスター・グレアムはいつも、品格とはご
婦人の美しさのようなもので、分析は無意
味だと言っておりました。（P.48）
　スティーブンスの執事仲間の言葉を、畏
敬の念と共に思い起こす場面である。
　"would"（①）は、過去の習慣や、繰り
返し起きた出来事を示す助動詞で、「よく
～したものだ」というのが定訳であるが、
"always take the view"（②、「常に見解を
持つ」）の部分とうまく溶け込ませること
で、「いつも・・・と言っておりました。」
と反復的な行為をさり気なく示す、自然な
言葉にまとめている。
　ここで、"take the view" を （②、「見解
を持つ」）を「～と言っていた」と訳して
いる理由として、視点の違いによる訳を挙
げることができる。つまり、「見解を持つ」
というのは、ミスター・グレアムの視点、
「言っていた」は、スティーブンスの視点
からによる解釈で、ここでは、語り手とし
ての立場である後者の視点から訳がつけら
れていることが分かる。
　そして、不定詞が二回使われている後半
部分は、最初の "to attempt" は "pointless" 
にかかる副詞的用法、次の "to analyze" は
名詞的用法であり、そのまま訳すと、「分
析しようと試みることは的外れである」と
いった回りくどい訳文になりがちであると
ころを、「分析は無意味」と名詞句として
解釈することで、引き締まった文章に仕上
がっている。
　また原文で、シングルクォートのクォー
テーションマーク（引用符）で括られてい
る、'dignity'=「品格」は、この小説を通
して何度となく考察されるキーワードであ
るが、「品格とは」と訳すことで、強調を
さり気なく、且つ、意図通り示すことがで
きている。すなわち、原文では引用符を使っ
て視覚的に、そして訳文ではスティーブン
スの言葉（「とは」）を通して聴覚的に、と
角度は異なるものの、同じように重みがつ
けられていることが分かる。
10）無生物主語 / 現在完了形の解釈
Strange beds ① have rarely agreed 
with me, and after only a short spell of 
somewhat troubled slumber, I awoke an 
hour or so ago. （P. 49）
慣れないベッドでは、よく眠れたためしが
ありません。昨夜もわずかな時間、それも
浅く眠っただけで、一時間ほど前に目が覚
めてしまいました。（P. 64）
　この文では、処理が難しい無生物主語
文が見事に訳されており、"strange beds" 
（①）が主語である点を認識しつつ、人物（＝
スティーブンス）を主体とした訳がつけら
れている。つまり、「初めてのベッドは自
分と相性が良くない」という原文を、「よ
く眠れない」と人間主体の文に転換された
上で解釈されている。
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　また、"strange beds"（①）の部分が複
数形になっている点も訳に生かされてお
り、「慣れないベッドではよく眠れない」
ことが常軌化している意味も反映した上
で、"rarely"（滅多に～ない、まれに～で
ある）を現在完了形の「経験」の意味に溶
け込ませ、「～したためしがない」と訳さ
れており、自然な訳文に基本的な英文法の
知識が丁寧に生かされている。
　更に、"slumber"（まどろみ、仮眠）を「浅
く眠った」と訳し開いている点も、例えば、
同じ「眠り」を意味する、"sleep"（熟睡
的な眠り）との違いも出せており、単語一
つ一つの意味を丁寧に汲み取っている姿勢
が伝わってくる。
11）緻密な単語の解釈
My fathers glanced ① at it then returned 
his gaze② to me. There was still no trace 
of emotion discernible in his expression③, 
,and his hands on the back of the chair 
appeared perfectly relaxed.④ （P.68-69）
父はそれをちらりと見ただけで、視線をま
た私にもどしましたが、その表情にはまだ
感情のかけらもなく、椅子の背に置いた両
手にも緊張は見えませんでした。（P.92）
　スティーブンスの父も同じ館で働く執事
であり、息子にさえ素顔を見せようとしな
い厳格な人物として描かれている。だが、
年齢による心身の衰えには勝てず、自ら仕
事を教え込んだ息子本人から、職務軽減の
書面を渡されることになる。息子だからこ
そ感じ取れる父親の深い落胆を繊細に描写
している場面である。
ここでも2文を1文としたパラグラフ・リー
ディングによる訳がつけられており、文を
区切らないことで、平常心を装う父親の行
動に連続性と臨場感を出す効果を狙ったも
のと思われる。
またこの文章では、父親の目の動きが大き
な役割を果たしているが、それを表現する
に当たり、緻密な単語分析に基づく工夫が
見られる。
　まず "glance"（①）は、多くの「見る」
を表す動詞（"look"：ある方向へ顔を動か
せて見る、"watch"：注意深く見る、"see"：
自然に目に入る、"stare"：まじまじと見
る）と比較した場合、「ちらりと見る、ざっ
と見る」の意味を含んでおり、この訳から
も、人生の一大事とも言える事態に対して
さえ、平静さを保とうとしている父親の様
子が読み取れる。そしてその後、"glance"
（①）は、後続の名詞である、"gaze"（②、
熟視、凝視）へとつながり、渡された書面
の内容よりも、自分の息子から渡されたと
いう事実の方がどれだけ彼の中で重みを持
つかが感じ取れる。つまりこの部分は、「見
る」という行為を訳し分けることで、父の
深層にある心理状態を表現しており、書面
を見たのはほんの一瞬だが、息子に対して
は意思を持って視線を送った父親の姿が的
確に伝えられている。同時に、表面的には
普段通りの父親の姿であっても、息子であ
るスティーブンスにはその落胆ぶりが痛い
程感じ取れてしまうという辛い気持ちが
淡々と、しかし確実に描き出されており、
父と息子が共有する切ない思いと、それを
素直に表せない、二人の微妙な距離感を背
後に感じさせる訳文になっている。
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　そして後半部分の、"no trace of emotion 
discernible in his expression"（ ③ ） は、
"no"を使って名詞 "trace" を完全に打ち消
していることを正確に捉え、「その表情に
はかけらもなく」と訳されている点にも工
夫が見られ、元来、「痕跡・形跡」の意味
を持つ "trace" に "no" の意味をうまく組
み込んだ訳がつけられている。
　また、訳をつけるのに苦心したであろ
う "perfectly relaxed"（④）の箇所は、本
来、"relaxed" が持つ「くつろぐ、楽にする」
という、やや呑気なトーンを排除する必要
がある。そこで改めてこの単語の意味を考
え直すと、長年培ってきた執事としての威
厳を崩さず、冷静さを保つ様子を示してい
ることから、「緊張は見えない」は適訳で、
何事にも動じない父親の様子を的確に捉え
ている。またここで、"perfectly"（完全に）
を敢えて訳出していないのは、前文の「か
けらもない」（"no trace"）という強い言葉
の余韻に委ねたためと考えられる。
12）対比を意識した風景描写、暗喩
The shadows of the poplar trees had 
fallen ① across much of the lawn, but 
the sun was still lighting up ② the far 
corner where the grass sloped up to the 
summerhouse. （P. 69-70）
芝生はもう大部分がポプラの陰でおおわれ
ていましたが、あずまやに向かう上り坂に
なった片隅だけは、まだ日に照らされてい
ました。（P.93-94）
　風景描写の訳で大切ことは、訳者が頭の
中で「絵が描けているか」、つまり「視覚化」
できているかにあると言われる。そのため、
実在の場所であれば、写真や画像を入手し
たり、現地に赴いたり、といった手間を惜
しんではならないし、架空の設定であれば、
スケッチをするなど、距離や位置関係、明
暗や温度さえ正確に伝えようとする努力は
欠かせない。また、太陽の光加減やかかり
具合が翻訳に影響を与える場合には、たっ
た数語の訳を矛盾なくつけるにあたり、太
陽の軌道を調べるために、天文資料を紐解
いたりする必要も出てくる。季節と時間帯、
場所等、全ての点で矛盾がないように読者
に伝えるために、何日もリサーチに費やし
たという種の苦労話をよく耳にするが、文
芸翻訳は、文系だの理系だのという言い訳
が一切通用しない、厳しい世界であること
は確かである。
　この場面は、日没前の太陽が作り出す
「陰（暗）」（the shadows）と「残光（明）」
（the sun）、それに照らし出された地表面
積の「大」（much of the lawn）と「小」（far 
corner）とが、逆接の "but" を挟んで、効
果的に対比されている、視覚的にも美しい
文章で表現されている。
だが、何気ない夕暮れ時の描写と思われが
ちなこの場面を前後の文脈から判断する
と、沈みかかった太陽に照らされる情景が、
スティーブンスの父の存在を暗喩している
ことに気づく。つまり前半の、陰が一面を
おおっている「過去完了形」が使われてい
る部分 （had fallen、①）は既に大部分が
暮れかかっている彼の人生を、そして後半
の「過去進行形」部分 （was still lighting 
up,②）は、残された僅かな命の中で、精
一杯職務を全うしようとする彼の姿を表し
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ていることが読み取れる。原作者の隠れた
意図を伝えるには、翻訳者自身の原文への
深い読解力と想像力が不可欠であることは
言うまでもない。
13）1文を 2文に分けて訳す
The fact is ① , the world today is a very 
complicated and treacherous② place. （P. 
157）
今日の世界は複雑な場所です。いたるとこ
ろに落とし穴が口をあけています。（P.209）
　ここでは、2文を 1文に訳すテクニック
と逆で、1文を 2文に分けて訳す技が使わ
れている。
　まず、冒頭の "The fact is"（①）は「実
は～である」という常套訳があるが、敢え
て訳出せずに、説明的な文を加えることで、
この意味が埋め込まれている。
つまり、一文目で結論を明確に提示し、二
文目で具体的な状況を示すことで、最終
的には結論を補強する効果をもたらしてい
る。例えば、原文に沿って 1文のまま、「実
際のところ世の中は大変複雑で、落とし穴
だらけです。」と訳した場合に比べると、
訳文の方がはるかに結論に重みが加わって
いることが分かる。逐語的ではなく、意味
の重みを考えた上で練られた訳である。
　加えて、「裏切りに満ちた、陰謀が
渦巻いている」といった意味を持つ、
"treacherous"（②）の訳にも工夫が凝らさ
れおり、"the world" が無生物主語である
文を、「いたるところに落とし穴が口をあ
けている」と比喩表現を用いて、能動的に
訳している。これだけ一つの単語を丁寧に
訳すことは、データ抽出による訳語の置き
換えでは不可能である。
14）分詞構文の解釈
I did, I suppose, hope that she might 
finally relent a little and make some 
conciliatory response or other, 
allowing ① us one and for all to put the 
whole episode behind us② . （P. 158）
ミス・ケントンが折れて、愛想のひとつ
も言ってくれるかと期待したのだと存じ
ます。そうしてくれれば、お互い、不愉
快な思いをすっかり水に流せるでしょう。
（P.210）
　分詞構文の解釈では、その主体を正確
に見極めることが重要である。ここで、
"allowing"（①）の主体は、前文の主語
である、"I"（＝スティーブンス）、又は、
"she"（ミス・ケントン）と判断されがち
であるが、"allow us" と目的語が複数 （us）
である点を考えると、その後の文全体（"she 
might ﬁ nally relent ～ other"、ミス・ケン
トンが、気持ちを和らげて、やさしい受け
答えをしてくれること）を受けて訳すこと
で辻褄が合う。
　本来、分詞構文では、動作の主体が節の
主語と異なる場合（独立分詞構文）、所有
格を動名詞の直前に置くことで意味上の主
語を明確にするが、この文のように主語が
動作主と異なる場合でも、その存在を明示
しない文（懸垂分詞構文）も存在する。同
用法は文法上誤りとされる向きもあるが 3、
実際のところは、文学作品のように文脈で
判断して読む場合には使われているよう
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で、この種の解釈には例外措置的な判断が
必要となる。
こういった点を踏まえた上で、前提条件的
な譲歩節とした解釈がされており、具体的
な内容を明示し、1文を 2文に分けた上で、
「そうしてくれれば」とつけられた訳には
熟練の技を感じる。
　 ま た、"put the whole episode behind 
us"（②）の解釈にも注目したい。「全ての
出来事を私たちの後ろに置く＝過去のもの
とする」と意味する箇所を、"episode" の
具体的な内容（二人の間の確固たる信頼感
と特別な気持ちをも揺るがした「大きな出
来事」―　ナチス思想に心酔していたダー
リントン卿は、ミス・ケントンが信頼する
有能な部下の女中たちを、ユダヤ人という
理由だけで解雇するようスティーブンスに
命じ、葛藤を抱えながらも、ミス・ケント
ンにそのまま告げたこと　― を指す）を
読者に示唆するために、その結果として
残った、「不愉快な思いをすっかり水に流
す」と訳された点には、綿密な工夫が凝ら
されている。つまり、"whole episode" を「あ
の事件全体」というように、単に言葉を置
き換えて訳すのではなく、一連の事件の結
果として生じた、二人の間に流れる不穏な
空気や、ぎこちなさまでを掘り下げてつけ
られた訳ということになる。
15）反復表現の処理
The whole matter caused me great 
concern, great concern indeed. （P. 162）
あの事件は、私にとってたいへん気の重い
ことでした。心にじつに重くのしかかる出
来事でした。（P.215）
　この文章は、"great concern" を使った
反復表現に加え、強調を示す単語である 
"indeed" が文末に使われている、短いが、
重みのある文章である。
　まず、"great concern" を単に「多大な
心配事」と処理せず、「たいへん気の重い
こと」と人間を主体とした解釈がなされ、
更にその思いを噛みしめるかのように間
を取り、文を一旦区切った上で、2 回目
の "great concern" を別の訳語（「心に重
くのしかかる出来事」）をつけ、その中に、
"indeed" （「じつに」）を入れている。
　英語では、同じ単語 （great concern） を
反復させることで、意味的な重みをつける
ことできるが、日本語の繰り返しは単調に
なる場合もあるため、文の流れを一旦止め
て、言葉を反芻するかのような間を与えた
後、再び別の言葉を加えることで状況の深
刻さを表現したものと考えられる。
ここでも、1文を 2文に分ける技術が使わ
れており、事の深刻さを伝える役割を果た
している。
16）仮定法過去完了の解釈
‘Do you realize, Mr. Stevens, how much 
it would have meant to me if you had 
thought ① to share your feelings last 
year? You knew how upset② I was when 
my girls were dismissed. Do you realize 
how much it would have helped ③ me? 
Why, Mr. Stevens, why, why, why do you 
always have to pretend ④? ’ （P.162）
「あのとき、そのお考えを私と分かち合っ
て下さっていたら、私にはどれほどありが
たかったか知れません。二人の女中が解雇
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されたときの私の気持ちを、あなたはご存
知だったはずですわ、ミスター・スティー
ブンス。言ってくだされば私がどれほど救
われたか、あなたはおわかりになりません
でしたの ? なぜ、なぜですの、
ミスター・スティーブンス ? なぜ、あなた
はいつもそんなに取り澄ましていなければ
ならないのです ?」 
（P. 216）
　この文章では、2 カ所（①、③）で仮定
法過去完了形が使われており、過去に起
こった出来事（14 の「不愉快な思い」の
原因となる一件）に対する悔しさをにじま
せる、ミス・ケントンの言葉が見事に再現
されている。
　まず、"You knew how I was upset."（②、
私がどんなに立腹したかご存知でしょう）
の部分が、「私の気持ちを、あなたはご存
知だったはずですわ。」と意訳されている
点に注目する。ここでは "upset" を「腹が
立っている、激怒している」と直接的な
言葉で置き換えるのではなく、「私の気持
ち」と、敢えてオブラートに包んだ訳をつ
けることで、感情的になることを抑えた彼
女の品格ある態度の中に、ずっと抱えてい
た心の傷をより深く表現する効果が表れて
いる。また、"You knew"（「ご存知だった
はずですわ。」）と言い切っている点を正確
に汲み取り、スティーブンスとは言葉を超
えた気持ちの共有ができているはずだとい
う、ミス・ケントンの自信を含んだ訳にも
なっている。
　加えて難を極めるのは、"pretend"（④）
の訳で、原文でもイタリックになっている
ことから、特別な存在感を持つ言葉として
訳出する必要がある。この単語が本来持
つ、「～のふりをする、見せかける」といっ
た意味を生かすと、上司であるスティーブ
ンスに対して失礼に当たる上、プロフェッ
ショナルなミス・ケントンのボキャブラ
リーとしても不自然である。しかもミス・
ケントンは、スティーブンスの本心（私情
を押し殺し、主人の命令に仕方なく従う形
で女中たちを解雇したこと）をこの時初め
て知り、普段から自分に対して心を開かこ
うとしない彼に対して、職業上の関係を超
えて意見をする場面でもあるからだ。当時
のスティーブンスは、真意を隠し、全く普
段と変わらぬ態度をとったわけであるか
ら、「取り澄ます」という表現はまさに適
訳であるが、こういった語彙が引き出しの
中に入っているかが、いかに訳文を左右す
るかを思い知らされる。
17）訳で人物の知性度を示す工夫
‘We don't have money but who cares we 
have love and who wants anything else 
we've got one another that's all anyone 
can ever want.’ （P.166）
「お金はありませんけどそれがどうだとい
うのでしょう二人には愛がありますほかに
何がいるでしょう互いに相手がいれば何も
いりません」（P.222）
　原文にも訳文にも一切句読点がなく、読
みにくい文だが、教養を持ち合わせない、
使用人の置き手紙の文面である。お世話に
なったミス・ケントンにお礼の一言もなく、
同僚との駆け落ちを知らせる文で、原文に
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忠実で、しかもしっかりと意味が読者に伝
わるような訳がつけられている。
原文は本来であれば、以下のようになるで
あろう。
‘We don't have money, but who cares? 
We have love and who wants anything 
else? We've got one another. That's all. 
Anyone can ever want.’
これに基づけば、訳も以下のようになる。
「お金はありませんけど、それがどうだと
いうのでしょう ? 二人には愛があります。
ほかに何がいるでしょう ? 互いに相手がい
れば何もいりません。」
　こういった意味を把握した上で、敢えて
句読点を取り、読みやすさよりも、書いた
人間の人なりや知性の度合いを読者に示す
ことができる訳と表記である。但し、一つ
の文を意味上で 4 つに分けた訳がつけられ
ていることで、句読点がなくても、読みや
すくなっている点にも工夫が見られる。
18）抽象名詞の可視化
Rather, it was as though one had available 
a never-ending① number of days, months, 
years in which to sort out ② the vagaries③ 
of one's relationship ④ with Miss Kenton; 
an inﬁ nite⑤ number of further opportunities 
in which to remedy the effect of this or 
that misunderstanding⑤ .（P.188）
ミス・ケントンとの関係に多少の混乱が生
じても、私にはその混乱を整理していける
無限の時間があるような気がしておりまし
た。何日でも、何カ月でも、何年でも・・・。
あの誤解もこの誤解もありました。しかし
私にはそれを訂正していける無限の機会が
あるような気がしておりました。（P.255）
　長い 1 文を 4 つの文に分けた解釈がされ
ているが、原文に忠実で、明確な訳文が実
現されている。
　まず 3 行目に使われている "vagaries"
（③）は、ミス・ケントンとの関係におい
て起こった、様々なすれ違いや誤解を意味
するが、これらを "sort out" （②）「整理す
る」ために永遠の時間があると考えていた、
という意味になる。つまり、二人の関係
（"relationship"、④）から混乱 （"vagaries"、
③）を取り除けば （"sort out"、②）、完璧
な状態に戻るであろうし、その時間はま
だ十分に残されているはずだ、というス
ティーブンスの勝手な思い込みがあった
ことになる。それが実際はかなわなかっ
たことを示すために、仮定法過去形 （ as 
though 以下）の文が使われており、後悔
の気持ちを十分滲ませた訳になっている。
　また、1 文目の "never-ending①number 
of days... " と 2 文 目 の "an inﬁ nite ⑤
number of further opportunities" は共に、
一行目の "one had available" の目的語
であり、スティーブンスの考えの甘さと
深い後悔を表すことから、異なる形容詞
（never-ending、①と inﬁ nite、⑤）の訳を「無
限の時間」、「無限の機会」と統一したと思
われる。
　更に "this or that misunderstanding"（⑤、
「誤解のあれこれ」）の部分には言葉を補い、
名詞句を動詞句に転換した上で、「あの誤
解もこの誤解もありました」と独立した文
として訳されている。
英語と日本語の解釈の隙間を埋めるかのよ
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うに補われている言葉の数々は、文脈に明
確性を与える意味で大変効果的である。
19）繰り返し表現の訳
At this very moment
①
, unless I am very 
much mistaken, at this very moment
②
, 
his lordship is discussing the idea of His 
Majesty himself visiting Herr Hitler. It's 
hardly a secret our new king has always 
been an enthusiast for the Nazis. Well, 
apparently he's now keen to accept Herr 
Hitler's invitation. At this very moment
③
, 
Stevens, his lordship is doing what he 
can
④
 to remove Foreign Oﬃ  ce objections 
to this appalling idea. （P.235-236）
この瞬間 ―　ぼくがよほどひどい間違い
をしているのでなければ、いまこの瞬間に
だ  ―　卿は、国王のヒットラーの訪問を
提案しているはずなんだ。われわれの新し
い国王が昔からナチを賞賛しているのは、
とくに秘密というほどのことじゃない。聞
くところでは、国王自身はヘル・ヒット
ラーの招待を受け入れたくてたまらないら
しい。いまこの瞬間にだ、スティーブンス。
卿は恐るべき計画を推進しようとして、外
務省の反対を取り除くのにやっきになって
いるんだ。（P.324-325）
　スティーブンスの主人であったダーリン
トン卿は、国の行方を左右するほどの政治
的権力の持ち主であったが、そのナチス寄
りの思想を危惧した、友人であり、政治コ
ラムニストでもあるカーディナル氏が、ス
ティーブンスに警告したのがこの言葉であ
る。"At this very moment" という表現を 3
回使って、スティーブンスに何とかできな
いかを伝えようとする切迫感を、どのよう
に表現するかが難しい。
　最初の "At this very moment"（①）は、「こ
の瞬間」にハイフンを加えた後、時間的な
間を置き、更に条件節をはさんだ後、2回
目の "At this very moment"（②）には「い
まこの瞬間にだ」と、意味を補強している。
そして 3回目は 2回目と同じ訳をつけるこ
とで、言葉を選ぶ余裕さえない心理状態を
表し、カーディナルの焦りが加速化してい
る様子が表現されている。
　また、"doing what he can"（④）の部
分を、「彼ができることの全てをしている」
→「やっきになっている」と訳した点も、
余裕がなく、必死である彼の様子を忠実に
再現している。
20）複雑な人称の使い分け
“What a terrible mistake I've made with 
my life." And you get to thinking about a 
diﬀ erent life, a better life you might have 
had
①
. For instance, I get to thinking 
about a life I might have had with you
②
, 
Mr. Stevens. （P.251）
私の人生はなんて大きな間違えだったこ
とかしらと、そんなことを考えたりしま
す。そして、もしかしたら実現していたか
もしれない別の人生を、より良い人生を　
－　たとえば、ミスタ ・ースティーブンス、
あなたといっしょの人生を －　考えたり
するのですわ。（P.343）
　この小説で最も重みを持つミス・ケント
ンの言葉である。もはや意味を持たない告
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白を敢えてしたのは、この先再び会うこと
はなく、別々の人生を歩んで行く二人の記
憶に、幻ではないあの強い思いを永遠に刻
み付けておく必要があったからであろう。
この文では、主語の "I" と "you" が交錯し
て使われているが、最後の呼びかけ部分を
除き、共にミス・ケントンを指している点
を正確に読み取る必要がある。
　まず最初の文では、直接話法の形で主語
には一人称（＝ミス・ケントン）が使われ
ており、何年も顔を合わせなくても、こう
して自分に問いかけていたのだと心の内を
見せている。ところが次の文以降はダブル・
コーテーションマークが外され、主語も二
人称である "you" に変わっているが、その
主体は変わることなく、ミス・ケントンの
ままである。ここは、前後の文脈や本人の
語り口を含め、総合的に判断する必要があ
り、敢えて "you" を使うことで、客観的に
自分を見つめ、「あなたはそういう機会を
逃したのよ」と悔やむ様子が、過去の事実
とは逆を意味する「仮定法過去完了形」（①）
によって示されていることになる。
　そして最後の文では、主語を再び "I"（＝
ミス・ケントン）に戻した後、今度はまる
で、スティーブンスに解釈の余地を与えな
いかのように「あなたとの人生を」と明言
している。ここで使われている "you" だけ
はスティーブンスを指し、本人に呼びかけ
ることで、"you" と同格であることを明示
している。最初で最後の機会であることを
認識した上で、今まで互いに口にすること
がなかった気持ちを、「ミスタ ・ースティー
ブンス、あなたといっしょの人生を・・」と、
きっぱりと告げたミス・ケントンの潔さを
際立たせる訳であり、こういった複雑な主
語の対象を正確に読み取った上で、ミス・
ケントンを主軸として訳し分けている点は
見事である。
　また、②の仮定法過去完了形部分では、
「あなたと一緒に過ごす可能性があった人
生を」となるところを、「あなたといっしょ
の人生を」ときっぱりと短く訳されている
点は、いかにも彼女らしい、ストレートな
言葉遣いになっている。
　そして、2文と 3文を区切らず、ひとま
とまりとして解釈することで、彼女が本当
に伝えたかった 3文目に重みを加えている
点も効果的で、まるで、ミス・ケントンの
意を決した告白に命が吹き込まれたよう
な、この小説のクライマックスとしてふさ
わしい訳がつけられている。
21）工夫が凝らされた訳語
　ベテランの翻訳家でも一日に数百回は辞
書を引くというが 4、英語特級レベルの彼
らは単に意味を調べるのではなく、言葉
の範疇を確認し、そこから何を伝えたいの
かを正確にイメージすることがその目的で
あろう。そして言葉の持つ枠組みを感じ取
り、文全体の意味的なバランスを考慮した
上で、ぴたりと当てはまる、たった一つの
言葉を、知識や経験、そして感性の宝庫で
ある脳から選び出し、「わかりやすい」「力
強い」「美しい」といった商品として通用
する要素を組み込みながら 5、原文を過不
足なく伝えるよう、文を組み立てる。翻訳
者を「言葉を紡ぎ直す人たち」6 と表現す
ることがあるが、まさにその過程には職人
としての技術が欠かせない。
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　以下は熟達した技が光る訳語の一例であ
る。
・ disturbing （P.5） →　心穏やかならざる
こと（P.12） 
・ be pleased to （P.6） →僥倖 （P.14） 
・ margins （P.9） →余裕 （P.17）
・ exemplary professionalism （P.10） →模
範的な職業意識 （P.19）
・ unduly vain （P.11） →鼻持ちならない気
障 （P.20）
・ somewhat premature （P.25） →竜頭蛇尾 
（P.37） 
・ unpleasant fringe groups （P.146） →泡
沫団体（P.196）
・ high-flown talk with no grounding in 
reality （P.147） → 現実に根差さない空
論（P.197）
・ whole attitude （P.163） →起居振舞い 
（P.217）
・ locked in disagreement （P.163）→意見
が対立し、膠着状態 （P.218）
・ as a matter of principle （P.175）→原理
原則の問題 （P.235）
・ speculating （P.189） →忖度する（P.256）
・ it took a moment or two （P.251） → 一
概を要した （P.343）
　これらに共通することは、辞書で調べた
意味をそのまま引用したような訳語は一つ
もないという点だ。
訳者の語彙力の豊富さ、そして読解力や想
像力の高さに裏付けられた表現力の賜物と
言えよう。
５．翻訳を超えた能力：時系列の
間違えを指摘する。
　改めて翻訳者の言葉の解釈を超えた能
力 ― 緻密さ、視野の広さ、観察力の鋭さ、
理解力の深さ ― を認識させられるエピ
ソードがある。原作者さえ見逃した些細な
矛盾に翻訳者が気づき、指摘したという出
来事だ。
　本書のあとがき（P.358）によれば、訳
者である土屋氏は、スティーブンスの父
親が仕事中に転倒した場面の訳に頭を悩ま
せたという。当初の原稿では、ダーリント
ン・ホールで開かれた国際会議（1923 年 3
月の最終週、P.131）の直前に父親が倒れ
た設定になっていたが、ミス・ケントンの
手紙の中では、「あの夏（summer）の日」
と記述されていたそうである。訳者はこ
の「3月」と「夏」の時間的矛盾をどう解
釈するかをさんざん考えた挙句（イギリス
でも 3月は季節的には「春」である）、原
作者であるカズオ・イシグロ本人に問い合
わせたところ、あっさりと間違えを認め、
"summer"（夏）を "sunny" （晴れた日）に
訂正するよう指示があったそうだ。
　そこで本文を見てみると、確かに、「ミ
ス・ケントンが手紙の中で言っているあの
晴れた日の夕方というのは」（P.93）となっ
ており、何ら不自然さは感じないが、その
背景に存在した、訳者の精密な文章精査能
力に感心すると共に、翻訳という仕事の深
さを垣間見る思いがした。なぜなら、この
国際会議とスティーブンスの父親の話、そ
してミス・ケントンの手紙の記述は、まと
まった箇所に書かれていたのではなく、小
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説のあちこちに、しかもほんの少しずつ散
らばっているのだ。これらを丁寧に集め、
時系列に組み立て、辻褄の合うように訳し
ているからこそ気づいたわけである。つま
り、原作者本人も見逃す程度の間違えや矛
盾にまで切り込んで訳すのが、翻訳者の仕
事なのである。決して英語を日本語に置き
換えるだけの作業ではない。
６．結論
　この名訳から学べる、文芸翻訳に必要な
要素とは、
・ 英文法、構文への深い理解、英語の特性
の把握
・ 辞書を超えた豊富な語彙力と言葉の感性
・ 多くの候補の中から、つながりやバラン
スを考えた上で適語を選択する判断力
・ 原文が透けて見えない、高い日本語の文
章構成能力
・ 生き生きとした表現力
・ 人物の性格や境遇、時代背景を反映した
会話構成力
・ あらゆる方面から内容を精査するリサー
チ力
・ 枝葉末節も、木も森も見ながら、一つの
物語を作り上げる緻密さと構成力
・文から絵が描ける想像力
・心情を理解できる共感性
・比喩表現や隠喩を読み取る深い読解力
・物事に対する深い洞察力、観察力
・人間観察力
　と多岐に渡り、常に人間の様々な能力が
介在することが分かる。つまり文芸翻訳は、
プログラミングやビッグ・データを駆使し
た性能で割り切れるほど、単純な作業では
ない。
　また、外国語を日本語に置き換える際の
言葉の選択には、人間ならではの「感性」
が訳文の仕上がりに影響を与えるため、規
則性の確立やパターン化は不可能であり、
網羅し尽くせるものでもない。「翻訳者が
100 人いれば、100 通りの訳が存在する。」
と言われる所以はここにある。
　このような点を考え合わせると、機械の
手によって翻訳された文学作品に、人間の
心が大きく揺り動かされるという事態は想
定しがたい。これは、ダン・ブラウン著作
「ダ・ヴィンチ・コード」（角川書店）など
を手掛ける文芸翻訳家・越前敏弥氏による、
「文学を解せない人にまともな文芸翻訳が
できるわけがなく、機械にも同じことが言
える。」7 という言葉にも裏付けられる。
　それでは「文学を解する」とはどんなこ
とであろうか。
読者は五感と心を使い、文学の世界で起こ
る様々な出来事を捉えようとする。一面の
草原を覆い尽くす鮮やかな緑、心地よい風、
サンドイッチの美味しそうなハムやレタス
の味、運ばれてきたリンゴ酒の香り、差し
出された手の温もり、暮れかかった桟橋を
美しく照らす太陽・・・。本の中にある光
景を一つ一つ感じ取ろうと想像の翼を広げ
る。そして、作品の中に生きる様々な登場
人物を理解し、心の動きや発せられる言葉
の持つ温度を敏感に感じ取ろうとする。
　つまり我々読者は、無意識のうちに平面
な空間に書かれた文字を脳で捉え、筋を
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追うだけでなく、五感と心を動かすことに
よってその世界を理解しようとする。この
類まれな能力こそが、「文学を解する」と
いうことなのではないだろうか。
　そして、「文学を解する」ことこそが、
原作者と読み手が共に目指すゴールであ
り、異なる言葉を操る両者の間に、橋を渡
し、道を作り、その道筋を明るく照らし続
けるのが翻訳者の仕事である。翻訳者は、
日本語と英語の高度な語学力に加え、知識、
経験、判断力、リサーチ力、読解力、と
いったあらゆる人間の能力を集結させ、気
が遠くなるほどの膨大な言葉の海を漕ぎ続
ける。その航海の先には、時代を超えた無
数の読み手が待っており、彼らは未知の世
界を冒険し、原作者、翻訳者と共に、喜怒
哀楽や感動を分かち合う。
　「文学を解する。」それは人間だからこそ
味わえる読書の醍醐味だ。そして、海の向
こうで使われている言語を読み解き、その
醍醐味を十分味わえるように人間の持つ全
ての能力を注ぎ込むこと、果ては、時代や
国境を超えて、文学の素晴らしさを伝える
ことこそが、「文芸翻訳の神髄」なのでは
ないだろうか。
７．おわりに
　人は迷い、苦悩し、時として判断や選択
を誤り、絶望する。しかしそこから再び希
望を見つけ、未来に向かって、必死に生き
ようとする。こうした心の変化を描く原作
者と、それを別の国の言語に置き換える翻
訳者の両者によって、物語の中で生きる人
物たちに息吹が吹き込まれていく。
　翻訳は「訳した」痕跡を残してはいけな
い。「訳した」ことに気づかれないでこそ、
その完成度の高さが証明される。だが、そ
の神髄は確かに存在し、人間の無限の叡智
と感性の中で力強く呼吸をしている。
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